
NO. 該当箇所 補足事項

1

【資料1】実施要領

６　企画提案書等の提出

(2) 提出期限

２０２４年５月９日（木）※必着

10　プレゼンテーション・審査ヒアリング等の実施

(1) 書類審査

審査委員会における企画提案書等による書類審査で、上位５者に選定された者（以

下「企画提案者」という。）についてのみプレゼンテーション・審査ヒアリングを行

う。

今回の公募型プロポーザルにおいて参加資格要件を満たした会社は8社である。

プレゼンテーション・審査ヒアリングには5社のみ進出になるため、書類審査で3社が足切りとなる。

令和6年5月17日までにはプレゼンテーションに進出するか、足切りであるかの連絡を行う。

また、プレゼンテーション・審査ヒアリングは、5月22日の午後から本学で行う予定です。
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【資料2】企画提案書作成要領

１　企画提案書の記載上の留意事項

 (6) 提案内容は全て実現可能なものとし、根拠も含めできる限り具体的に記述する

こと。

なお、業務委託契約後に提案内容が実現できなくなった場合は、提案内容以外

の方法で実現することとし，その費用は受託者が負担すること。

見積金額の範囲内で実現可能なものについて記載をしてください。

オプションで金額を追加すれば可能な提案内容等は、明確にその旨記載してください。

記載のない場合については、見積金額の範囲内で実現できるものと受け取らせていただきます。
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【資料4】基本計画

２　基本的な考え方

②　ＣＭＳを導入し、専門知識なしにWebサイトの追加・更新ができるようにする。

現在のWebサイトは一部を除きＣＭＳ（コンテンツ管理システム）を導入していな

いため、更新に際しＨＴＭＬ等の専門言語を用いる必要があり、即応性に欠け、タイ

ムリーな情報発信に支障を来たしている。

本学でWebサイトの更新を行う者は、ほぼ専門知識を有さないことを前提と考えていただきたい。
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4 【資料5】委託仕様書（案）

委託仕様書は契約や事業実施のイメージが掴みやすいように構築と保守の2つを合わせた形で（案）

として提示している。委託仕様書の内容は現段階での案であり、具体的には受託候補者と協議の上、

詳細を詰めていく考えです。

2025年12月までの構築の仕様書と契約書、またそれ以降の５年間の保守契約の仕様書と契約書という

2つに分かれる予定。


